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「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の選定結果が公表されました

宮津市・コスモス

【お問合せ先】近畿農政局 農村振興部 農村計画課 075-414-9050

※詳細は以下のURLをご確認ください。
「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」第7回選定結果の公表について
https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/201104.html

近畿「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」第4回選定結果について
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/201105.html

「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」の概要について
https://www.discovermuranotakara.com

〇「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第７回）の選定結果
令和２年11月４日(水曜日)に総理大臣官邸で開催された「ディスカ

バー農山漁村(むら)の宝」(第７回選定)有識者懇談会において、第７
回選定として28地区及び４名を選定し、特に優良な事例について、グ
ランプリを選定しました。
【グランプリ】 岐阜県立岐阜農林高等学校流通科学科(岐阜県北方町)

〇近畿「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第４回）の選定結果

近畿農政局管内においても、応募のあった事例の中には、これら以外
にも優れた取組があることから、近畿独自の特徴ある優れた取組につい
て、近畿「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」として、７地区と１名を
選定し、京都府内からは「お茶の通販・京都おぶぶ茶苑」が選定され
ました。

内閣官房及び農林水産省は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁

村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより、地
域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例を「ディスカバー農山
漁村（むら）の宝」として、毎年、選定しています。
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若い力で農業をもりあげる

ロックファーム京都株式会社（久御山町）

若い従業員とともに、九条ねぎ、ホワイトコーン等を栽培する、久御山町
のロックファーム京都株式会社代表取締役 村田翔一さんにお話をお伺いし
ました。

村田さんは、実家が農家で、いつかは自分も農業をした
いと思っておられ、2018年春に10年間勤めていた消防士を
やめて農業を始められました。
2019年1月には、「ロックファーム京都」を法人化され

収益性の高い持続性のある農業を目指しておられます。
「ロックファーム」は、実家の屋号である村岩農園を引

き継ぎ、ロック（岩）ファーム（村）と名付けられていま
す。

九条ねぎは、約10ヘクタールの農地で、堆肥にこだわ
った土づくりをして栽培されています。
農地を、現在の2倍に拡大し、久御山町近辺だけでなく

亀岡市等での生産を拡大することを目指されています。
九条ねぎの販売は、京葱SAMURAI（ロックファーム京

都を含む、九条ねぎを生産する3社で設立）を通じて、1
年中安定的に供給されています。

★代表取締役 村田翔一さんのご紹介

★九条ねぎ

★京都舞コーン

2019年からは九条ねぎの裏作として土づくりのためにホ
ワイトコーンの栽培も始められました。糖度が18度以上の
上品な甘さが特徴で、今年は昨年の10倍（4ha)の農地で栽
培されましたが、大変、好評だったとのことです。
ホワイトコーンは、ロックファーム京都のオリジナルブ

ランド、「京都舞コーン」として、ネット及び自社の直売
所で販売されています。

★従業員の皆さん
ロックファーム京都は、代表、正社員、アルバイト、技

能実習生、約30名からなる会社です。20～30代の若い力が
中心となり活躍しています。
また、新型コロナウィルスの影響で、仕事をやめざる得

なくなった、飲食店等の元従業員も働いています。
代表は、農業の魅力を若い世代に知ってもらうために、

今後、農業を志す学生との交流を積極的に図っていきたい
と語っておられました。

（ロックファーム京都(株)提供）

（ロックファーム京都(株)提供）

（ロックファーム京都(株)提供）
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大地の力で作物を育てたい

青い森自然農園（南丹市）

南丹市るり渓の自然豊かな大地で、肥料や農薬を一切使わず、大地の力を借りて
限りなく自然に近い状態で作物を育てる傍ら、京都市内の銭湯の軒先で、週に1回マ
ルシェを開催されている「青い森自然農園」の齋藤健司さんにお話を伺いました。

青森県出身の齋藤さんは、古いものに興味があり、古
建築の仕事がやりたくて京都の工務店に勤めていました
が、それらのルーツを辿ると全て自然につながり、自然
に関わる一番の仕事は農業であること、学生時代から、
好きな家を建てて農業をして暮らしたいと考えていたこ
とから、6年前に就農されました。

就農前研修時の先生に教わった肥料・農薬を一切使
わず、自然界の天然供給物のみで栽培する、限りなく
自然に近い状態で作物を育てています。
畑は土づくりをしないと、一度地力は落ちますが、

作物を作り続けることで7～8年目くらいに地力が上が
り、生育が安定するそうです。

★齋藤さんのご紹介

★環境にやさしい農業の取組

★これからの展望

野菜のハウス栽培を始めることで、栽培できる作物が
増えることを楽しみにしておられ、これからも地域で生
産できるものは少量多品目栽培し、地域で自然栽培をし
ている仲間と販路拡大に取り組まれるそうです。
また、友人である京都市内の銭湯の経営者の協力で始

めた「⾧者湯軒先マルシェ」も「都会の人との楽しいふ
れあいを大切にし、今後も続けていきたい」と話してお
られました。
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html

農林水産省HPでの掲載ページ
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_co
ronavirus/index.html
← 詳しくはこちら！！（農水省HP）

感染リスクが高まる「５つの場面」の詳細
https://corona.go.jp/proposal/
← 詳しくはこちら！！（内閣官房HP）


